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令和５年１２月羽島市教育委員会定例会会議録

令和５年１２月２１日、令和５年１２月羽島市教育委員会定例会を羽島市役所本庁

舎３階３０２会議室において開いた。

議事日程

日程第１ 会議録署名委員の指名について

日程第２ 報第２５号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について

日程第３ ※報第２４号 令和５年度準要保護児童生徒の認定等の報告について

日程第４ その他

１ 各課の事業進捗状況

（※印は秘密会で開催）

本日の会議に付した議事

議事日程に同じ

出席者

教育長（議長） 森 嘉 長

教育委員 黒 田 淳

教育委員 今 枝 甫

教育委員 春 日 民 奈

教育委員 今井田 裕 子

説明のため出席した職員の職氏名

事務局次長兼教育政策課長 小 川 隆 正

学校教育課長

兼教育支援センター長 高 橋 浩 之

西部幼稚園長補佐 林 優 美

北部学校給食センター所長 竹 内 弘 明

南部学校給食センター所長 豊 田 崇 宏

生涯学習課長 岩 田 睦 巳

図書館長 番 重 宗

スポーツ推進課長 柴 田 泰 宏

午後１時３０分開議

日 程 発言者 発 言 の 要 旨

教育長挨拶 教育長 ・ １２月の羽島市議会の一般質問では、７名の議員より教

育委員会の所管事項に対して質問があった。その中の３点

について、教育委員会の方針等を説明させていただく。

１点目は、中学生の制服と小学生のランドセルについて

である。

まず制服について、市内全ての学校で、個性の尊重や性

の多様性を認め合う観点から、数年前より、男女問わず、

ズボン又はスカートを個人の判断で選択できるよう進め



てきた。現在は中学校長会と連携し、従来の詰襟やセーラ

ー服に加え、新しく選択できる制服としてブレザーの調査

研究を行っている。できるだけ保護者の負担とならないよ

うな導入方法を検討したいと答弁した。

次に、小学校のランドセルだが、そもそも通学鞄をラン

ドセルにするという規定はなく、現在、市内でも、ランド

セル以外の鞄で通学している子どもがいる。例年、秋頃に

行う入学説明会で周知をしているが、実態としては、その

頃にはほぼ予約が済んで、家庭によっては既に手元にある

ような状態であるので、今後はより早い段階で、市内の幼

稚園・保育園・認定こども園等を通して、保護者に周知し

ていきたいと考えている。

２点目は、登下校の安全確保と教職員の職務についてで

ある。集団登校の指導については、文部科学省によれば、

基本的には学校以外が担うべき業務としているが、子ども

同士のトラブルや事故があった場合は、学校が対応してい

るし、通学方法の指導については、班長や副班長を中心に、

保護者と連携して行っているのが現状である。

より地域の方に見守っていただき、保護者に主体性を持

っていただくため現在も集団登校を行っているが、岐阜市

の学校では既に集団登校をやめている学校もあるので、今

後、学校運営協議会等で話題にしていきたい。

３点目は、給食に関わる質問であるが、学校給食センタ

ー運営委員会にて行った改定に関わる審議について、秘密

会で行ったため公表しないのかという質問があった。まだ

正式に決まったわけではなく、意思形成過程であるため、

非公表とさせていただく旨を答弁している。

開 会 議長 出席委員が定足数に達していることから令和５年１２月

羽島市教育委員会定例会の開会を宣言する。

報第２４号について秘密会としたい旨述べ、委員の発言を

求める。（各委員から異議なしの声あり。）

異議がないので、報第２４号について秘密会とすることが

承認された旨述べる。

日程第１ 議長 本日の会議録署名委員に春日委員を指名する。

日程第２ 議長 報第２５号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明す

る。

【教育政策課長】

（羽島太鼓結成３０周年記念 羽島太鼓ＬＩＶＥ２０２４

ｉｎ羽島～打進ＤＡＳＩＮ～、第１１回羽島市日本伝統芸能

継承者育成の会演奏会）

【学校教育課長】

（全国フレンドシップ、風の子ひろば主催「ダルレの話」



公演、中学生のキャリア教育のための副読本「わたしたち

の地域のお仕事ブック岐阜県版」）

キャリア教育のための副読本は今年度中に配布予定で

ある。

【教育長】

羽島子ども太鼓について、１０団体程度の太鼓団体と共

演するイベントを参観したことがあるが、演奏人数が他団

体と比較して少ないように感じた。参加者が少数精鋭だっ

たのかもしれないが、子どもたちの伝統芸能への参加につ

いて、注意を払う方がよいと思う。

議長 委員の発言を求める。（発言なし。）

発言がないので日程第２ 報第２５号の報告を終える旨

述べる。

日程第３ 議長 報第２４号を議題とし、秘密会で行う旨述べる。（以下日

程第３は秘密会）

日程第４ 議長 秘密会を解く。

各課の事業進捗状況の説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】

・ 令和６年度教育委員会定例会日程案について

【学校教育課長】

 ⑴ いじめの状況について 

令和５年１１月２２日から１２月１３日の間に報告

があった事例は、児童５件、生徒０件の合計５件である。

被害者が２名の事案があるが、これは２件としてカウン

トしている。

いずれも悪口を言われたり、手を出されたりといった

事例であり、すぐに対応をし、加害者と被害者の謝罪だ

けでなく、ご両親にも学校へ来ていただき、謝罪の場を

設けている。学校へ依頼し見守りを継続している。

 ⑵ 不登校の状況について 

１１月の不登校の状況は、小学校・前期課程４３名、

中学校・後期課程１１０名の計１５３名である。１０月

に入り、後期の始まりを区切りに頑張り始めたが息切れ

してしまったのではないかと推測している。小学校低学

年の増加も気になるところで、現在、適応指導教室への

見学依頼もある。

３０日以上欠席した児童生徒に関しては、様々なアプ

ローチにより、７月以降会うことができていない児童生

徒が１９名（１０月時点）から１２名に減少した。

なお、不登校について年度で見ると、ここ最近は約１．

３倍ずつ増えており、３年でほぼ倍になる計算である。

他市町・県・国も同様の傾向があるため、この不登校に

対する考え方についても、考え直さざるを得ないような



状況が出てくるのではないかと感じる。

 ⑶ 交通事故・学校事故の状況について 

１１月の交通事故は、１件であった。

自転車同士の接触で、子どもに怪我はなかったが、相

手の方が搬送された。

１１月の学校事故は、４件であった。

首から上の怪我に対する対応方法が、学校によって

様々なため、救急車の要請を基本とするよう学校教育課

より依頼した。その他、てんかんによる熱痙攣があり救

急搬送されたが、病状は安定している。保護者の判断で、

翌日はご家庭で見守っていただいた。

 ⑷ 感染症について

新型コロナウイルス感染症は落ち着いている。インフ

ルエンザは、一時的に１００人近くまで増加したが、現

在は３０人前後で落ち着いている。１２月のインフルエ

ンザによる学級閉鎖は、市内で７学級である。

 ⑸ 卒業証書授与式について 

小学校は３月２５日（月）、中学校は３月８日（金）

に実施予定である。

議長 委員の発言を求める。（発言なし。）

【説明】 【西部幼稚園長補佐】

・ １１月から１２月にかけては行事が多くあり、現在ま

でに、餅つき大会、花餅作り、フットサル体験、人形劇

団菊丸さんによる劇等を実施した。２２日はクリスマス

会で、サンタ役を教育政策課の職員にしていただく。

【南北学校給食センター所長】

特になし。

【生涯学習課長】

 ⑴ 人権を考える会（１１月２６日）

人権作文コンクールや社会を明るくする作文コンク

ール等の表彰式と、聖徳学園大学非常勤講師の小森先生

による講演会を行い、当日は７３名の参加があった。

 ⑵ 羽島シティカレッジフォローアップ（１２月１９日）

受講者と岐阜大学の益川教授が、講座のＶＴＲを見な

がら振り返り、今後の講座運営について意見交流を行っ

た。

 ⑶ ２０歳の集いについて（１月７日） 

全校区の新成人の皆様が集まる会にするため、現在準

備をしている。

 ⑷ 不二竹鼻町屋ギャラリーについて

１１月２６日に「一瞬の〈リアル〉を描く－上田薫の

世界－」が終了し、８００人超の方にご来場いただいた。

【図書館長】



特になし。

【スポーツ推進課】

 ⑴ 第３３回羽島若獅子駅伝競走大会（１２月３日） 

一般男子の部が１０チーム、中学生男子の部が９チー

ム、中学生女子の部が６チーム、合計２５チームが参加

し、中学生女子の部は羽島モア陸上クラブ、中学生男子

の部は羽島中サッカー部、一般男子の部は小熊走友会

が、それぞれ優勝している。

 ⑵ 第４９回羽島市スポーツ少年団新春駅伝競走大会（１

月２８日）

桜堤サブセンターで開催予定。昨年度は、９チーム５

４名が６区間を争い、４年生以下が３チーム、６年生以

下が６チーム参加している。

【事務局長】

特になし。

【教育長】

１１月２５日には「国際交流の集い」、１１月２６日に

は「人権を考える会」があり、私は両方へ参加させていた

だいた。充実した会であったが、例えば参加型の催しも行

い、会を通して、国際交流とはどういうことか、人権とは

何か、理解を深め、質を高められるものにすると、より積

極的に考えることができるのではないかと感じた。

例えば、講師と講演を聞いた羽島市内で国際交流や人権

について携わる方が、グループディスカッションをした

り、代表の方が壇上に上がりシンポジウムを行ったりとい

った形にしていけば、さらに裾野が広がるし、羽島市でそ

のような活動をしている方にスポットライトが当たるの

ではないかと思った。

議長 委員の発言を求める。（発言なし。）

閉会 議長 以上で本日の議事日程は全て終了したので、令和５年１２

月羽島市教育委員会定例会の閉会を宣言する。

午後２時５０分 閉会

上記会議の大要を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和５年１２月２１日

教育長 森 嘉 長

委 員 春 日 民 奈


